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はじめに

地球温暖化の緩和策として、再生可能な資源である木材や木質バ
イオマスの利用拡大が期待されています。また、それらの生産の場
である森林や林業について、その役割、仕組み、担い手などに関心が
高まっています。森林には、木材生産のほかにも、二酸化炭素の吸収、
水源のかん養、土砂流出の防止など、さまざまな公益的機能があり、
これらの価値は年間75兆円程度と試算されています。もちろん、文
化的価値など金額に換算できない機能も多くあります。私たちは、木
材や木質バイオマスを利用する立場からも、森林、林業を正しく理解
しておくことが大切でしょう。
既刊『木力検定①木を学ぶ100問』『木力検定②もっと木を学ぶ100

問』に引き続き、本巻では、これだけは知っておきたい森林・林業に
関する100問を収録しました。“光合成が盛んになる天気は晴れ？曇
り？”“樹を植えて育てるコストは？” “丸太の輸入関税は何パーセン
ト？”など……前作と同様、「木材利用の入門書」として、森林や樹木
の不思議、木材の生産や流通について、やさしく楽しく学んで戴ける
よう工夫しました。また、各分野専門家の解説によって、さらに深く
学んで戴くことも出来ます。
『木力検定』は、木材利用システム研究会・木力検定委員会において
問題と解説を作成しています。木材利用システム研究会のホームペー
ジにて、『ウェブ版・木力検定』（URL: http://www.woodforum.jp/
test/mokken/）を公開しています。初級（木

き

ムリエ）と中級（ウッドコ
ンシェルジュ）があり、所定問以上正答されると、それぞれ合格証書
がプリントアウトできます。こちらも是非お試し下さい。
なお、本書編集の一部は、林野庁「木材利用ポイント事業」地域材

利用に関する広報（パブリシティ促進型等広報事業）連携・協働による
広報事業によって実施されました。林野庁、国土緑化推進機構をはじ
め、関係各位に厚く御礼申し上げます。

2014年9月1日
木材利用システム研究会 会長

木力検定委員会 委員長 
井 上　雅 文
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木力検定に挑戦 !

WEB版木力検定は無料です。どなたでも自由に受検できます。
初級検定・中級検定があり、それぞれ20問中14問以上正解で

合格証書が表示されます。合格証書には受検時に入力された氏名
と合格証書番号が記載されます。

　
URL:  http://www.woodforum.jp/test/mokken/
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1  森林の現存量とは？

森林には様々な生き物がいます。それでは私たちの住宅の柱とし
て使われる「生き物の部位」は次のうちどれでしょうか？
① 草本植物の幹　　　③ 木本植物の根
② 木本植物の幹　　　④ 土壌にすむ微生物　　

森林には木本植物（樹木）や草本植物（草）が生活しています。
木本植物は光合成によって作られた糖類を体内に蓄積し、数十

年から数百年に渡る寿命を持つことが特徴です。一方、草本植物は多
年生草本植物もありますが、多くは1年で枯れてしまいます。
樹木は、光合成を行う「葉」、葉を陽光まで支える「枝」（葉がある

場所を樹冠と呼びます）、枝や葉を支える「幹」、水や養分を吸収する
「根」から構成されます。森林の「現存量」というと、葉、枝、幹、根
の「重さ」です（森林では特に断りの無い場合、葉、枝、幹の合計）。
この重さは、乾燥重量であったり、生重（水を含んだ状態）であったり
するので注意が必要です。森林には多くの植物が生活しており、その
中の木の大きさも様々です。そのため現存量を表す時は、単位面積当
たりどれくらい、という表現が用いられます（問題2参照）。重さを容
積密度（トン/m3）で割れば、体積（m3）で表すこともできます。樹種ご
とにおおよその容積密度が知られています。
私たちの生活に大切なのが樹木の「幹」で、住宅の柱や家具などが

作られます。また魚などを入れる魚箱や、梱包材としての利用も重要
です。「枝や幹」を砕いた物からはパルプが作られ、紙になります。一
方、「根」は土をつなぎ止めて土砂が崩れるのを防ぐと共に、健全な土
壌の形成を通じて、水を土壌中に蓄える働きをします。「葉」は光合成
を行い、樹木の生命を支えると共に、それらを食べる土壌微生物を出
発点とする食物連鎖のエネルギー源として重要です。
また、樹木はカーボンニュートラルなエネルギー源と考えられてい

ます。それは燃やした時に、光合成で蓄えたCO2由来の炭素しか大気
中に排出しないからなのです。

（正答率 45 %）

目　　次

《問題ページの凡例》

Web検定受検者の正答率を
示しています。

難易度を表示しています。
　　　　：Web検定初級問題
　　　　：Web検定中級問題

③ 森林・林業を学ぶ100問
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森林資源の豊かさを
学ぼう
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1  森林の現存量とは？

森林には様々な生き物がいます。それでは私たちの住宅の柱とし
て使われる「生き物の部位」は次のうちどれでしょうか？
① 草本植物の幹　　　③ 木本植物の根
② 木本植物の幹　　　④ 土壌にすむ微生物　　

森林には木本植物（樹木）や草本植物（草）が生活しています。
木本植物は光合成によって作られた糖類を体内に蓄積し、数十

年から数百年に渡る寿命を持つことが特徴です。一方、草本植物は多
年生草本植物もありますが、多くは1年で枯れてしまいます。
樹木は、光合成を行う「葉」、葉を陽光まで支える「枝」（葉がある

場所を樹冠と呼びます）、枝や葉を支える「幹」、水や養分を吸収する
「根」から構成されます。森林の「現存量」というと、葉、枝、幹、根
の「重さ」です（森林では特に断りの無い場合、葉、枝、幹の合計）。
この重さは、乾燥重量であったり、生重（水を含んだ状態）であったり
するので注意が必要です。森林には多くの植物が生活しており、その
中の木の大きさも様々です。そのため現存量を表す時は、単位面積当
たりどれくらい、という表現が用いられます（問題2参照）。重さを容
積密度（トン/m3）で割れば、体積（m3）で表すこともできます。樹種ご
とにおおよその容積密度が知られています。
私たちの生活に大切なのが樹木の「幹」で、住宅の柱や家具などが

作られます。また魚などを入れる魚箱や、梱包材としての利用も重要
です。「枝や幹」を砕いた物からはパルプが作られ、紙になります。一
方、「根」は土をつなぎ止めて土砂が崩れるのを防ぐと共に、健全な土
壌の形成を通じて、水を土壌中に蓄える働きをします。「葉」は光合成
を行い、樹木の生命を支えると共に、それらを食べる土壌微生物を出
発点とする食物連鎖のエネルギー源として重要です。
また、樹木はカーボンニュートラルなエネルギー源と考えられてい

ます。それは燃やした時に、光合成で蓄えたCO2由来の炭素しか大気
中に排出しないからなのです。

（正答率 45 %）



このプレビューでは表示されない頁があります。
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樹木のふしぎを学ぼう
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16  光合成に重要な波長

光合成には太陽光が重要なエネルギーですが、太陽光は多くの波
長で形成されています。その中で光合成に重要な波長は次のうち
どれでしょうか？
① 350 nm ③ 680 nm
② 550 nm ④ 900 nm

太陽からの光エネルギーが粒子状の粒であると考えたとき、波
長とは粒の振動の早さを表します。目で見える光（可視光）の

波長域は約380 nm～780 nmの範囲で、太陽から最も多く注がれる波
長です。1nmの波長とは、1mの10億分の1の幅で光が振動している
ことを意味し、波長の値が小さいほど、振動幅が短い光（短波長）であ
り、振動幅が長い光より高いエネルギーを持っています。私たちの肌
に障害を与える紫外線は、400 nmより短い波長になります。
植物の光合成は可視光を利用します。光合成では400 nmから

500 nmの青色光と600～690 nmの赤色光の吸収が多くなります。
ちょうどその中間の500～600 nmの緑色光は比較的利用され難い光
で、葉からの反射が強くなり、相対的に緑色に見えるのです（図）。
光の単位エネルギーあたりの光合成効率は短波長ほど悪くなりま

すが、光の単位粒数あたりの光合成効率は、波長域による差があまり
みられません。つまり光合成に役立つのは、光の波長のもつエネル
ギーと言うより光の粒の数であり、その単位はモル数（µmol/m2/s：1
秒間に1m2の平面を通り抜ける光の粒の数）で表されます。

（正答率48 %）

光合成に使われる光の吸収率と波長の関係

近赤外

光
の

吸
収

率

光の波長（nm）
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0
380 480 580 680
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このプレビューでは表示されない頁があります。
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森林を育てる作業を
学ぼう
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27  タネから育てた苗木

タネから育てた苗木のことを何というでしょうか？
① 実生（みしょう）苗　　

② 挿し木（さしき）苗
③ 取り木（とりき）苗　　

④ 播種（はしゅ）苗

人間は歴史上、利用価値の高い木を得るため、天然林から欲し
い木を伐り出してくる採取林業を長く行ってきましたが、現在

の先進国では、苗木を植えるなどして人間に好都合な樹種を育てて収
穫する林業が一般的です。
日本の林業では、タネから育てた実生苗がもっとも一般的な苗で、

木の背丈を低く維持した採種園などからタネをとります（写真）。良い
成長や形質を示すとして選ばれている個体（精英樹）のクローンや子
孫、あるいはさらに品種改良した個体などに由来するタネを使って有
望な実生苗を効率よく生産します。スギであれば普通、2～3年程度
で苗畑から植え付け用に利用（山出し）します。一方、九州のスギ林業
などでは、枝を切って採り、枝を土に挿して発

はっ

根
こん

させて苗木とする挿
し木苗も使われてきました。挿し木苗は優秀な個体のクローンを育て
る方法なので、成長や形質の良い林となることが期待できますが、特
定の病気などによって一斉
に大きな被害を被るリスク
もあります。
なお、取り木は、枝の途

中で樹皮を剥ぎ、そこを地
面に潜らせたり湿ったミズ
ゴケを巻いたりして発根さ
せたのちに切り取って苗木
とする技術です。

（正答率52 %）

採種園の例。樹高を抑えてあり、タネを採る作業
が容易



このプレビューでは表示されない頁があります。



53

木材の収穫を学ぼう
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42  いろいろな形の伐採収穫

収穫のため全ての木を伐採し利用する「皆伐」に対して、一部の
木だけを断続的に伐採収穫していく方法の呼び名として妥当なも
のは次のうちどれでしょうか？
① 択伐　　② 木拾い　　③ ピッキング　　④ 部分伐

皆伐ではない非皆伐の伐採収穫の代表的なものが「択
たく

伐
ばつ

」です。
択伐とは、一部の木だけを伐採収穫しつつ、そこで森林の更新

（後継木の確保）も図る作業です（写真）。様々な樹種・大きさの木が生
えている天然林で行われるのが普通ですが、人工林で行われる例もあ
ります。皆伐と違って成熟した森林をずっと維持することができると
いう意味で理想的な方法ですが、うまく行うには様々な困難を克服す
る必要があります。
まず、これは間伐材の利用と同じことですが、伐採木は残存木の間

に点在しているため、伐採搬出が皆伐ほど容易でなく、高コストとな
るため、林業機械が自由に走れるような平らな林地か林道が高密度
に作ってあるところでないと、まず実施できません。また、伐採後は、
タネや萌芽など人手によらない形で後継木が育っていく天然更新（問
題37参照）が理想です。しかし、利用価値の高い樹種が狙い通りに
育ってくれない、稚樹に十分な光が届かないなどの様々な困難があり
ます。天然更新を促す作業（地面を掻き起こすなど）や苗木植え付けが
必要な場合も多いですが、や
はりうまく実施するには高度
な技術を要します。
このため、たとえば20 m

四方程度の小面積でパッチ状
に伐採収穫するなど、実現性
を高めることを念頭に置いた
様々な非皆伐の方法が存在し
ます。 択伐林の例（東京大学北海道演習林）

（正答率68 %）



このプレビューでは表示されない頁があります。
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森林を育てる担い手に
ついて学ぼう
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53  農業・林業の全数調査

農林水産省が実施している農業・林業に関する全数調査を何とい
うでしょうか？
① 農林業センサク ③ 農林業サーベイ
② 農林業サンプリング調査 ④ 農林業センサス

統計調査の方法には、全数調査と標本調査（サンプリング調査）
があり、前者はセンサスとも呼ばれ、人口調査（国勢調査）が代

表的です。基準を設けて定義した対象の全てを調査するので労力が掛
かりますが、全体の数や構造を把握する基礎的で重要な調査です。
農林水産省では、農林業経営と農山村の実態把握のため、1950年

から農業センサスを、60年から林業を加えた農林業センサスを実施
してきました（農業は5年毎、林業は10年毎）。林業調査では、林家や
会社など事業体を対象とする調査（数や山林面積、労働力や林業作業、
林産物販売など）、市区町村など地域の調査（森林構成や林業労働者数
など）が行われ、山林保有と林業担い手の実態が明らかにされてきま
した。2005年に農業・林業を一体的に調査する「農林業経営体調査」
と「農山村地域調査」に再編され、前者の実査対象は経営実績のある
農林業経営体に絞られ、林家は数・面積のみの把握となりました。
経営体調査は、調製した名簿により市区町村の調査員を通じて行わ

れます。2010年センサスによれば林家（面積1 ha以上）は91万戸で、
その多数を小規模層が占める構造は変わっていません。林業経営体
（面積3 ha以上で経営実績有、または素材生産等実施）数は14万でし
た。

シンボルマークとマスコットキャラクター
（農林水産省ホームページより）

（正答率37 %）



このプレビューでは表示されない頁があります。
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木材の流通と貿易に
ついて学ぼう
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68  木材自給率

2012年における日本の木材自給率は何パーセントでしょうか？
① 8 %　　② 28 %　　③ 48 %　　④ 88 %

私たちの消費する木材の大部分は外国から輸入されており、近
年におけるその割合は7割強に達しています。特に、紙の原料

となる木材チップの輸入依存度は高く、オーストラリアやチリ、東南
アジア諸国などが相手国です。
日本における1950年代の木材自給率は8割以上であり、国内の森

林資源から産出された木材を、住宅用の材料や家具、紙、燃料など多
様に使用していました。しかし、第2次世界大戦後の高度経済成長期
に新設住宅着工戸数が増加し、それに伴って丸太価格が高騰したこと
から、丸太輸入の自由化が1950年代後半に産地毎に順次進みました。
そして、1960年代以降には丸太や木材製品の輸入が増えていき

ました。東南アジア諸国や北米などからの木材輸入の増加につれて、
1969年に木材自給率は50 %を割り込み、さらにロシアやオセアニア
諸国、欧州諸国などからの輸入が増えて2000年代初頭には18 %にま
で低下しました。
近年は、京都議定書の発効に伴う地球温暖化対策としての森林整

備が推進され、その中で間伐材の生産量及びその利用が増えていま
す。また、校舎や保育園（写真）、
体育館、郵便局などの公共建築
物や、コンビニエンスストアや
ファミリーレストランなどの商
業施設にも木材が使われ始め、
様々な木材利用の取り組みが広
がる中で、木材自給率も緩やか
に上昇しています。その結果、
最近では3割近くまで木材自給
率が高まっています。

（正答率75 %）

内装などに国産材を使用する東京都港区の
保育園



このプレビューでは表示されない頁があります。
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森林と人との関わりに
ついて学ぼう
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85  森林・林業と伝統的工芸品

2013年現在、伝統的工芸品に指定されている木工品・竹工品は
何品目あるでしょうか？
① 31品目
② 310品目
③ 3,100品目
④ 31,000品目

伝統的工芸品とは、経済産業大臣が「伝統的工芸品産業の振興
に関する法律」に基づいて指定した物品です。2013年12月現

在、織物や陶磁器など218品目あります。そのうち、木工品や竹工品
は31品目です。なお、指定品目の一覧は、伝統的工芸品産業振興協
会が公表しています。伝統的工芸品の指定条件は、（1）主として日常
生活の中で使われているものであること、（2）主要部分が手づくりで
あること、（3）伝統的な技術又は技法が守られていること、（4）伝統的
に使用されてきた天然の原材料が用いられていること、（5）産地が形
成されていること、のすべてを満たす必要があります。
伝統的な木工品、竹工品として大臣が指定したものは31品目に過

ぎませんが、2013年の調査の結果、それ以外のものを含めると159
品目が確認されました。
わが国には、地域の森林資源を有効にかつ持続的な活用を図るとい

う考えのもとに育林・伐出・加工の各段階において様々な知恵や技術
が育まれ、それぞれの地域に受け継がれる伝統的工芸品もまた、継続
的に生産されてきました。しかし、その多くが代替品の登場や後継者
不足などの問題に直面しており、経営不振に陥るなど、とても厳しい
現状にあります。けれども、伝統的工芸品を、山村の生業や地場産業
として、森林や林業、山村の活性化に役立てることも大切なことでは
ないでしょうか。

（正答率38 %）



このプレビューでは表示されない頁があります。
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―― INFORMATION ――

木
き

ここち心理テスト

自分にあった木材や住まい方を知ることができます
木材選びの基準は人それぞれに違います。自分の暮らしに

あった住まいやそこに使われる木材を知ることは、暮らし始め
てからの満足を得るために必要なことなのです。 「木ここち心
理テスト」は、そんな暮らしに対する価値観からうまれるニー
ズ、特に木材へのニーズを確認するためにお役立ていただける
ものと考えています。

木ここち心理テストの使い方
２つの傾向のうち、どちらの傾向に近いか4段階から選んで

ください。設問は18問あります。すべてに回答してください。
花になぞらえた分類と、志向性をグラフ化した結果が表示さ

れます。

木ここち心理テストWebサイト：
URL: http://www.woodforum.jp/test/kikokochi/
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